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こう 使われた 一般
会計

度決算の概要

歳　 人

ど
の
よ
う
な
お
金
が
ど
の
く
ら
い
入
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

た
か
、
町
の
台
所
を
知
る
財
政
決
算
が
九
月
定
例
讖
会
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
一
般
会
計
の
歳
入
額
が
約
二
十
八
億
円
、
歳
出

が
約
二
十
七
億
円
で
増
加
率
は
二
七
％
弱
と
な
り
、
昨
年
の
約
倍

の
増
加
率
と
な
り
ま
し
た
。

実
質
収
支
は
六
千
九
百
六
十
八
万
七
千
円
と
な
り
、
こ
の
実
質

収
支
か
ら
前
年
度
実
質
収
支
を
差
引
い
た
単
年
度
収
支
は
千
四
百

七
十
四
万
一
千
円
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
を
中
心
に
町
の
決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳
　
　
入
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方
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、
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助
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ど

．

国

県

夊
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町

泱
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ど
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依

存

財

源

は
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公

休

の

ｆ
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五

・
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前

年

度

よ

り
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．

一
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使
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Ｆ

数
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四
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・
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哨
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に
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ら
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‐．
円

〇
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八
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人
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仲
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ま
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．
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要
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諸

収
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．
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源

川

四
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の

う

ち

二
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・

二

％

を

占

め

て

い

ま

す

．

ま
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．

町

税

の

内

訳

は

、

ド

図

の

と

お

り

で

す

．

○
町
　

税

町　 民　 税

固 定 資産 税

たばこ消費税

電　 気　 税

そ　 の　 他

歳
　
　
出

膕
成
比
の
μ

い
も
の

か
ら
総
務
叫
、

教
育

費
、
術
生
費
。
農
林
水
産
業

費
、

民
雀
費
、
土
木
費
の
順

に
な
屮
歳
出
総

額
の
八
八
・
二
％

を
占

め
て

い
ま
す
。

総
務
費
の
大
幡
の
川
卸
は

。
研
幹
線

渇
水
対
策
受
託
事
奥
で
あ
り
、
術
生
費

は
内
谷
間
い
｀
水
道
事
業
、
公
債
口

は
、

￥
度
末
呪
在
高
十
四

偐
五
千
斤
十
七
万

円

に
対
す

る
冗
利
償
還
金
の
増
加
に
よ

る
も
の
で
す
。

Ｏ町民１人当り、使ったお金
222  670 円

主
な
内
訳

投資的経費　　　　　109,864 円

人　件 費　　　　　4  9 円

補 助 費 等　　　　　4  9 円

物　件　費　　　　　 肥 75 円

公　似　費　　　　　13.7  幻円

▲兜成した藤田小学校



２７億円は
昭和５６年

歳　 出
▲渇水対策事業山穣溜池完成

総 務 費

●痲Ⅲ テレビ共同受信施設設置補助金………1251jllj

●庁介二階増宝工!Is…………………………2  靆 70万II]

●庁川嵶品、会議川テープ1しほか……………108 万11j

●庁川rl鉤申２台………………………………240 万円

●交通安全対策事業ガードレー･ﾚほ力…………133 万川

●町民憲章板……………………………………135 万川

●新幹線渇水対策･μ宸'll･ll及び･委託料など5  8  万 円

･  谷 第会所建設ll嘔設計ｓ託料……………940 万円

民 生 費

●重峻 心41 陣 害者医 療費… ……… …… …… …5  わ ･ 円

●敬老 祝 衾、 敬老 会ほ力… ……… …… …… ……366 万円

●老 人窄 庭 奉仕ll. 老 人健 康診 査…… …… …199 万円

●民 雀 委口調 査委託 料… …… …… …… …… …ｰ  27 塘円

●老 Å､医 療費･一………- …… ………… ………7  49 万円

●季節保 青所開 設……… …… …… …… …… …919 万円

● 乳児医 療給 付、国ほ 会計繰 出 金…… …… …232 が円

● 児童 予当交 付金……… …… …… …… ……2  物 317 万 円

●宮 城県沖 地震 災害 資金･11子楠 給金… ……… …95  万円

●老 人ホ ー ム組 合負担 金…… …… …… ………273 万円

教 育 費

●人技小学校組合負担金………………………522 万円

●育英会計繰出金………………………………224 万円

●ブー･し修繕1こ事［人木･ｊ小1 ………………185 万円

●体青館塗装工事｛人木,i小，･｝ヽ坂小! ………183 万円

●藤田小改築関係吸……………………3 他 6.7 : 外万円

●小坂小体育館増設工 事 ほ力………………… し 0 万1･】

●県北中プール補修Ｅ事ほか…………………582 万円

●各･|ヽ．中乍12備品購人………………………715 万円

.●各･|ヽ，巾学咳要 . 準 要保護児童．雀硅扱助費

…………………………………………………299 万llj

●幼稚l伺川＆槽備品購人………………………148 万川

●公民鯨前補装 弊 ほ力･7 rl……………………355 丿lll

●公民館備品瞬 人．図;!1ほか…………………244 万円

●史闘．阿津賀志山防j;ｕII地購人は力…………995 圸II

●:三町幸校給食七ンターta踊会負担食……4  靆 6 ｰ万円

衛 生 費

●成人病検診委託料……………………………540 万円

●公立藤田病院組合負担金…………………１億34万円

●三町火葬場協議会負担金……………………3a37j 卩1

●内谷簡易水姐布設事業補助金………………604yjFII

●水道事業会計繰出金………………………1.600 万円

●各種ｆ防接瞳川り ク子ン代…………………106 万円

●循環器検診委託料…………………………1,500 万円

●一般廃棄物収集桑務委託料…………………600 万円

●伊達地方衛生処理組合負担金……………740 万円



土 木 費

（道路橋梁維持）
●上の11,1、駒墹線法面亅二事……………………518 万円

●飼装、修理工事｛高城ほか４繃｝…………759 万円

●側溝雙嫋（小坂．鳥取）……………………190 万円

●擁壁土溜工事｛高城、徳江、塚野目｝……132 万円

●町道螯艢補修材料･………-･-…………………476 万円

●Ξ町土木協議会負担金………………………229 万円

（道路改良）　　　　　　　　　　 ．
●堤前、小又翰ほか４繃、側溝整鑼………4.241 万円

（道路補装）
●北畑、中訳綿ほか２繃（一部改良）……2.4  四万円

（河 川）

●芳沼川流末改修工事ほか……………………127 万円

（都市針|囎）
●水路改修工事………………………………1.069 万円

●都市計画図作成事夐…………………………2 芻万円

商 工 費

●商工振興事業補助金…………………………485 万円

●店飼等近代化資金預託金……………………200 万円

●中小企業振興預託金…………………………200 万円

●中小企業経営合理化磯金融資貸付金………400 万円

労 働 費

●労倒者金触対策齲託金………………………200 万円

●未組織労働者幽資預託金……………………22671 円

災害復旧費

●林道貝Ⅲ練復旧亅l事ほか｜内…………………526 万円

●河川災害復旧工事………………………………97 万円

農林水産業費
●農業団 体活 鉤宵成 補助 金… …… …… ………200 万円

●農 業施 設 等災害 対策事業 補助 金… …… ……377 万円

●水Ⅲ･11111再編 対 策集団転 作加算 補助 金……465 万円

●転 作 促迦 特別 対策 事業補助 金…… …… …2.  図 9万円

･  山 漁 村姐 興特別 対策 事桑補助 金…… ……599 万円

●落 葉 果樹高能 率低 位生産圈 再開 兇 事業補助 金

… ……… ……… …… ……… ……… …… ……466 万円

●落 襲 製樹高能 率 集団 育成 事業…… …… …78 万円

●地 城農 業振興 事 集補助金… ……… …… ……3001 万円

●農裏 災書 対 策事 業補助金… ……… …… ……150 万円

●冷 害資 金利 子補 給補助 食… ……… …… …… ３８９万円

●災害経営 利 子細 給金補助 金……… ……… …413 万円

●♂ll!物 価柿 補償 協会出磯 金… …… …… ……299jj 卩】

･  伊 達西 部土地 改良14 負担 金… …… …… … 乢 8 万円

●広 城営 農141地 農道 整備促漣 協議 会負担 金…z46 万円

●広 域営 農聞地農 道 整 促 選 協よ曩会地 尤負担 金　 ・ 。

… ………- … －●-一一…… ………… …… ……1.0j17 万ll】

●上地改 良41 裏長jl鵑 償題 金補助 金…… … し 2 万円

●林道改 良工 事 は   線ほ か４ヶ 所｝…･･･2 万円

●北 山組 合分 狐金………… ………… …… ……149 万円

●剿･11間 伐実施 事 裏補助 企… ……… …… ……2s8 万円

消 防 費

●伊速地方消防組合負担金…………………5.  8 万円

●消防補償等組合負担金………………………359 万円

●防火貯水浚設置費納助金……………………140 万円

特別会計決算額
会 針　名 歳　　 入 歳` 　　出 差　 引

国民健摩保険 49.  8万円 49.  8 万円 恥万円

貝田簡易水道 710万円 526万円 184万円

宵　　　 英 454万円 436万円 18万円

入 山 財 産区 526万円 479万円 47万円

大木戸財鹿区 46万円 ８万円 38万円

藤 川 財 産区 93万円 ９万円 84万円

水道事業決算額

収 益 的

収　　攴

収

入

営 業 収 益 8.9 万円

営 業 外 収 益 192万円

計 9. 1 万円

支

出

営 業 費 川 7.698万円

営 業 外 費 用 し 631万円

計 9 , 3 四万円

資 本 的

収　　攴

収

入

工 事 負 担 金 し 48 万円

企　 業　 憤 ｰ 5. 行 0万円

出　 資　 金 1,6(X)万円

叶 １億8.770万円

支

出

建 設改 良 費 １億9. 万円

企業債償還金 296万円

計 一 億 9. 万円

廝資本的収支
の差引△し 84 万円は､建設改良

積立金195万円｡当年度分損縋勘定留保資金
899万円で哺てん。



従
業
地
・
通
学
地
に
よ
る
人
口
わ
か
る

－

昭
和
五
十
五
年
国
勢
調
査
―

昭
和
五
十
五
年
十
月
一
日
で
実
施
さ
れ
た
倒
勢
調
査
の
従
業
地
・

通
幸
地
搗
計
結
眼

が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
統
計
は
。
就
業

あ
る
い
は
通
学

に
伴
う
口
々
の
人
川
移
動

の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

φ
通
勤
・
通
学
者
（
十
五
歳
以
上
）
は

三
千
九
百
九
十
五
人

昭
和
五
十
五
年
国

勢
闘
大（

で
の
裂
が

町
の
就
業
者
｛

卜
五
破
以
上

｝
は
、
六

千
四
百
十
六
人
で
人
口
の
ほ
ぽ
１

分
で

あ

る
。
こ
の
う
ち
自
宅
で
隧
業
し
て
い

る
も
の
は
三
千
六
卜
九
人
で

。
自
宅
以

外
で
隧
業
し
て
い
る
者
｛
通
勤
者

｝
は

三
千
三
百
四
十
七
人
で
あ
る
。

一
方
、
十
五

歳
以
上

の
油
乍
者
は
六

百
四
十
八
人
で
、
合

わ
せ
て
ニ
ー千
九
百

九
＋
7
1
人
が
日
々
往
復
移
動
し
て

い
る
。

こ
の
・フ
ち
、
当
町
へ

の
遮
動
通
串
右
は

千
五
百
二
十
二

人
（
三
八

こ

％

）
、

他
の
布
町
村

に
通
う
者
は
二
千
四
百
七

十
三
人
（
六

了

九
％

）
で

あ
る
。

次
に
就
業
右
だ
け
に
つ
い
て
み

る
と
、

自
宅
従
業
者
は
ニ
ー千

六
十
九
人
｛
就
業

者

全
体

の
四
ヒ
・
八
％

｝
で

あ
り

。
自

宅
外
で
従
業
す
る
も
の
千
四
百
二
十
二

人
（
二
二

こ

Ｉ％

て

県
内
の
他
の
市

町
村
で
従
業
す
る
者
千
八
百

‐
1
.
八
人
（

二
八

・
三
％

）
、県
外
で
従
業
す
る
も
の

百
七
人
（
一
・
七
％

）
と
な
っ
で

い
る
。

●就業者と通学書

・

町
外
へ
の
通
勤
者
が
増
加

過
去
の
国
勢
調
査
の
砧
果
と
比

較
し

て
み
る
と
、
通
学
者
は
、
生
随
赦

減
少

の
た
め
減

っ
て

い
る
。
一
方
、
就
業
古

で
は
、
自
宅
で
の
就
業
者
が
剛
和
四
ｔ

五
年

か
・
り
圧
十
年
の
間
に
八
百
五
人

｛
一
九

・
三
％

｝
減
少
、
さ
ら
に
今
回
ま

で
の
間

に
は
三
百
二
人
｛

九
・
〇
％

｝

減
少

し
て

い
る
。
こ
れ
は
農
鍵
隧
琲
者

の
大

き
な
減
少
の
た
め
で
あ
る
。

反

対
に
、
自
宅
以
外
で
隧
業

す
る
、

通
勤
者

は
増
加
し
て

い
る
。
昭

和
四
十

五
年

～
五
十
年

に
四
百
二

十
九
人

二

六

・
七
％

｝
、
五
十
年
～
瓦
十
五
年

に

三
百
五

十
四
人

ニ

ー
・
八
％

）
川

加

で
あ
る

こ
の
中

味
を
み

る
と
、
町
内
へ
の
通

勧
者
の
伸
び
は
少
な
く
な
っ
て

い
る

（
昭
和
五
十
年

～
五
十
五
年

に
二

・
〇
％

の
伸
び
）
。
一
方
、
町
外
へ
の
通
勧
者

は
増
加
す
る
傾
向

に
あ
る
（
同
期
間
に

三
百
二

十
人

、
一
九
・
九
％
の
増
）
。

従
っ
て
就
業
者

全
体

に
占
め
る
町
外

通

勧
者
の
割
合
も
十
年
前
の
昭
和
四

十
五

年
の
ニ

ー
・
二
％

か
ら
今
回
は
三
〇

・

○
％

に
高
ま
っ
て
い
る
。

・

福
鳥
へ
の
通
勤
者
は
千
百
四
十
九
人

他
の
市
町
村
に
通
勤
す
る
も
の
の
う

ら
櫑
鳥
市
に
は
そ
の
五
九
一
七
％
の
千

百
四
十
九
人
が
通
っ
て
い
る
。
次
い
で

桑
折
町
に
弓
日
四
十
人
、
伊
達
町
に
百

四
十
七
人
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

就
業
者
全
体
の
う
ち
町
外
で
従
桑
す

る
割
合
を
他
町
と
比
較
し
て
み
る
と
、

伊
達
町
四
三

こ

％
、
桑
折
町
三
四
・

七
％
の
次
ぎ
に
当
町
が
三
〇
％
と
伊
達

九
町
中
三
位
で
商
い
。

ま
た
一
方
、
町
内
で
従
業
す
る
町
民

の
産
業
別
順
位
は
、
農
業
（
帆
巣
者
全

体
の
三
三
・
二
％
『

製
造
楽

ニ

ー

・
三
％

气

卸
小
売
業
（
九
・
六
％
）

が
上
位
を
占
め
る
。
こ
の
順
位
は
昭
和

四
十
年
以
降
変
っ
て
い
な
い
が
、
農
業

の
減
少
が
蓍
し
い
こ
と
と
、
製
造
業
の

伸
び
が
昭
和
五
十
年
～
五
十
五
年
で
二

％
と
少
な
い
の
が
目
立
っ
て
い
る
。
な

お
、
こ
の
三
郎
門
の
阨
亊
割
合
で
の
伊

達
九
町
の
中
で
の
噸
位
は
。
農
業
が
四

位
、
製
造
業
が
九
位
、
卸
小
売
業
が
三

位
と
な
っ
て
い
る
。

・

他
の
町
か
ら
八
百
四
十
四
人
が
通
勧

国
兄
町

に
他
の
巾
町
付

か
ら
通
勤
し

て

い
る
者
は
八
百

円
十
四
人
で
、
桑
折

町

か
ら
三
’口

卜
九
人
、
福

鳥
市
か
ら
百

六
卜
四
人
、
梁
川
町
か
ら
百
三
十
四
人
、

白
石
巾

か
ら
九
十
五
人
な
ど
で
あ
る
。

池
か
ら
流
人
す
る
就
業
者

は
川
加
し

て

い
て
。
昭
和
四
卜
丘
年
の
ほ
ぽ
二
倍
、

町
で
揃
く
就
業
右
（
五
千
コ
ー百
一
二
十
丘

人

）の
一
丑

・
八
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
割
合
は
。
伊
達
九
町
中
で
は
伊
速
町

の
三
七
・
八
％

、
桑
折
町
の
二
〇
・
四

％

、
保
原
町
の
一
八

・
八
％

に
次
ぐ
数

俄
で
あ

る
。

・

昼
間
人
口
は
一
万
四
百
二
人

常
住
人
口
一
万
二
千
五
十
人
の
う
ち

他
市
町
村
へ
の
通
半
者
（

十
五
歳
未
満

も
含
む
）
は
五
百
六
卜
八
人
、
地
勤
者
　

’
十
丘

歳
以
上

）
は
千
九
百
二
十
五
人

の
計
二
千
四
百
九
十
三
人
が
流
出
す

る
。

反
対
に
他
市
町
村

か
ら
辿
掌
者
一

名
。

通
勤
古
八
百
四
十
四
人
の
計
八
百
四
4‐

五
人
が
流
人
す
る
の
で

。
い
わ
ゆ
る
昼

閥
人
・凵
は
、
こ
れ
ら
の
差
引
き
で
一
万

四
百
二
人
と
な
り
。
夜
間
人
口
を
千
六

百
四
十
八
人
下

回
っ
て
い
る
。

常
住
人
口
百
人

当
り
の
昼
間
人
口
を

表
す
昼
夜
問
人
口
比
率
は
、
八
六
・
三

で
あ
り
、
昭
和
四

十
牟
以
降
大
き
な
変

化
は
な

い
。

な
お
、
こ
の
比

率
は
、
伊
達
九
町
の

中
で
は
、
ト
ッ
プ
の
川
俣
町
｛
九
七
・

六

｝
ラ
ス
ト
の
飯
野
町
（
八
三
・
九
）

の
間
の
第
七
位
で
あ
る
。

●他市町村への通勤者の推移
一

一

40単
一45�

就 襄 A �物 
一 村へ

の過勤占Ｂ�
瓢x川

�6､5&圦�I,1恥人�け . 5 %

�6.7 �4 �.  2

匐 �6. �1,句5 �212
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●就業者中他市町村への通勤者
の割合比較（昭和55年）

町 名�陳へ通勤する割合

伊達町 �4  ま  ー%

心折町 �34.7

国兇町 � ３．０

飯野町 � 四 . 8

保原町 �25.9

Ｈ舘町 �22.5-21.1

雹山町

梁川町 �19.0

川限町 �1 ＆0



▲今年も来たよ。６キロの山道をはるばると（５月13日放牧の日）

▲青々とした牧草に。追肥をする組合員

Ａお産も近い。準備に忙しい

▼月一回は定期健康診査。 ”妊娠だ」と、吉田獣医

▼新しいお産小屋では12頸が誕生



９
赤
と
ん

ぼ
の
群
飛
ぶ
小
牧
野
で
ゆ
う
ゆ
う
と
草
を
は
む

信
達
平
野
を
見
下
ろ
す
県
境
山
域
の
大
字

小
坂
字
崩
山
に
は
、
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
町

営
牧
野
が
広
か
つ
て
い
る
。

昭
和
三
十
八
年
の
開
設
以
来
、
順
調
に
発

展
を
続
け
、
今
で
は
放
牧
頭
数
で
は
郡
内

匸

施
設
や
管
理
の
面
で
は
県
内
で
も
『

二
を

争
う
ま
で
と
な
っ
た
。
名
裏
と
も
に
国
見
町

の
畜
産
振
興
の

一
大
基
地
で
あ
る
。

今
年
は
、
牧
野
利
用
組
合
の
高
橋
友
義
組

合
長
以
下
三
十
四
名
の
組
合
員
が
、
五
月
十

三
日
か
ら
十
月
八
日
ま
で
五
十
七
頭
の
和
牛

を
放
牧
し
た
。
新
た
に
完
成
し
た
お
産
小
屋

で
は
十
二
頭
の
子
牛
も
産
ま
れ
て
い
る
「
。

山
の
主
が
一
斉
に
下
り
た
牧
野
は
、
秋
深

ま
る
中
に
今
、
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
リ
返
っ
て

い
る
。

４

こ

の

一

年

ご

苦

労

さ

ま

で

し

た

‐‐
十

月

八

日

閉

牧

‐‐
。

叺
單
鳩
へ
の
移
動
を
見
守
る
佐
藤
管
理
人
と
愛
犬
ム
ク

４

も
や
の
中
、
な
つ

か
し
の
牛
舎
へ
と
山
を
下

り
る



高
額
療
養
費
自
己

負
担
額
引
き
上
げ

－

九
月
か
ら
四
万
五
千
円
に
Ｉ

高
加
療
鑁
費
の
自
己
負
担
の
限
度
額

が
九
川

］
凵
か
ら
引

き
Ｌ
げ
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
、
仏
た
ら
が
お
医
者
さ
ん
に

か
か
っ
た
と
き
、
医
療
費
の
自
己
負
担

分
と
し
て
、
一
人
、
一
か
り
、
こ

つ
の

砲
院
、
診
療
所
に
て

こ
万
九
Ｆ

円
以
Ｅ

を
支
払
っ
た
場（
日
は
Ｊ

．一
万
九
千
川

を

超
え
た
分
は
ｔ

額
国
民
健
康
ほ
険
か
ら

払

い
も
ど
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま

し
た
。

九
月

．
Ｈ
か
ら
、
こ
の
自
己
ｎ

担
分

の
限
度
額
が
四
万
紅
千
円

に
引
き
Ｌ

げ

ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
、
吠
療
費
の
自

己
負
担
は
、
最
鳥
。。
。万
儿
千
川
で
す
ん

で
い
た
も
の

が
、

こ
れ
か
ら
は
円
万
五

千
円

に
な
る
わ
け
で
す
。

た
だ
し
、
低
所
得
者

へ
住
民
税
非
課

税
世
帯

）
に
つ

い
て
は
一
こ
万
九
千
円
に

据
え
置
か
れ
ま
す
。

来
年
一
月
か
ら
五
万

一
千
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
国

兇
町
ほ
険
課

に
お
た

づ
ね
く
だ
さ

い
。

医
療
費
節
約
を

心
が
け
ま
し
ょ
う

医
療
費
が
ふ
え
つ
づ
け
、
国
傑
の
財

政
は
火
の
叭
で
す
。
医
療
費
節
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

＊
健
康
づ
く
り

が
ま
ず
第
一

ふ
だ
ん
か
ら
体
力
を
充
実
さ
せ
、
少

々
の
病
気
な
ど
は
ね
返
す
健
康
な
か
ら

だ
を
つ
く
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
に
は
、
毎
卜
の
雀
活
の
中
で
、

卜
分
の
睡
眠
と
休
蹙
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
栄
蕣
、
適
度
の
連
鈞
と
鍛
練
を
心

が
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

＊
ハ
シ
ゴ
受
珍
を
や
め
よ
う

ど
う
し
て
も
納
得
い
か
な
い
と

い
う

な

ら
と
も
か
く
、
一
つ
の
病
気
で
、
か

人
た
ん
に
、
あ
っ
ち
の

お
医
占
さ
ん
、

こ
ヽ
ち
の
む
医
者

さ
ん
と
渡
り
歩
く
こ

と
は
無
駄
で
す
。

ま
ず
、
か
か
っ
て

い
る
む
医
者
さ
ん

夲
』冖ｍ
じ
ま
し
ょ
う
。

＊
深
夜
、
休
日
、
時
閥
外
受
診
を
さ
け

よ
う
。

深
夜
、
休
日

、
時
間
外
受
診
は
通
常

の
医

碓
費
の
ほ
か
に
割
増
外
金
を
と
ら

れ
ま
十
。

平
叢
の
注
世
で
、
こ
う

い
う
時
間
の

受
診

は
な
る
べ
く
避
け
た
い
も
の
で
す
。

＊
交
通
事
故
に
あ
つ
た
ら
必
ず
届
け
出

を交
通
嘔
献
の
よ
う
に
、
丐

↓
。者
の
什

為
で
ヶ
ガ
を
し
た
り
病
訊
に
な
っ
た
場

合
、
相
ｆ

と
示
験
を
結
ぶ
前

に
必
ず
国

保
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

町
消
防
団
に
新
制
服

を
交
付

た
り
二
十
日
。
町
民
体
青
館
で
、
町

消
防
団
の
新
し
い
制
服

が
町
長
か
ら
樋

口
団
長

に
交
付
さ
れ
た
。
今
ま
で
の
制

暇

が
伊
達
管
内
で
も
一
番
古
く
、
傷
み

が
ひ

ど
い
の
で
今
回
新
調
し
た
も
の
で

あ

る
。

今
回
文
付
さ
れ
た
の
は
、
は
っ
び
、

ズ

ボ
ン
、
帽
ｆ

、
長
靴
、そ
れ
に
当
町
が

初
め
て
と

い
う
へ

ふ
メ
″
卜
の
一
式
で
。

二
百
卜
】卜
六
人

の
川
ｕ

ｔ
ｎ

に
、
各
分

川
長
を
通
じ
て
ｒ

渡

さ
れ
た
。

佐
藤
町
長
は

こ
／
ま
で
古
い
も
の
で

ガ
マ
ン
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
危
険

な

仕
小
に
携
さ
わ
る
人

に
、
な
く
て
は
な

ら
な

い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
仙
え
、
新

し
い

川
川
の
も
と
、
心
賎
一
七
ご
活
川
を

む

願

い
し
ま
す
」

と
述

べ
、
脯
囗
聞
長
は

「
財
政
厳
し
い
と
き
に
新
制
服
を
い
た

だ
き
感
謝
し
ま
す
。
今
隋
も
町

の
消
防

に
令
力
を
傾
注
し
ま
す
｀
と
、
謝
辞
を
述

べ
た
。

ニ
ト
年
近

い
思

い
出
あ
る
古
い
制
服

に
変
る
籾

し
い
制
服
制
帽
で
、
消
防

に

ご
活
雛
を
閼
侍
し
た

い
も
の
で
す
。

▲こうなります。

(菅野部長)

▲消防団制服制帽を受ける樋口団長

町
消
防
団
の
閲
団
式

卜
月

。‐‐
川
、
町
消
防
川
の
閲
川
式
が

藤
田
巾
街
地
目
抜
き
通
り
で
、
町

民
多

数
の
兒
守
る
中

。
簡
し

い
制
服
の
き
ら

び
や
か
さ
と
は
う
ら
は
ら

に
、
厳
南

に

収
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
藤
川
小

学
校
庭

に
勢
棚

い

し
た
瓦
分
川
が
校
腿

い
っ
ぱ
い
に
分
か

れ
て
通
常
点
険
、
各
個
教
練
と
火
災
シ

・
‘
ズ
ン

に
万

貨
の
嵋
へ

が
あ
る
こ
と
を

力
強
く
示
し
ま
し
た
。

▲町長の閲団を受ける



思

い
出
の
写
真

－

鹿
鳥
神
社
の
秋
祭
り
Ｉ

写
真
は
、
昭
和
六
陬

ご
ろ
の
鹿
鳥
神

社
祭
礼
峨
景
で
す
。
神
社
か
ら
巾
方
向

の
町
並
み
の
両
脇

に
は
、
出
店
が
並
び

繰
り
出
し
た
人
た
ら
の
腿
装

に
当
時

が

し
の
ば
れ
ま
す
。

災
く
神
社
の
世
話
没

を
し
て

い
る
佐

久
川
回

二
さ
ん
（

宮
町
北

・
匕
卜
こ
歳

）

に
臨
を
き
き
ま
し
た
。

『

お
も
ち
ゃ
・
菓
子
・
古
本

、
あ

る

い
は
近
在

か
ら
の
柿
や
渠
な
ど
を
叱

る

出
店
が
道
の
両
倒

に
立
ち
並
び
、
人
出

も
た
い
へ
ん
笳
く

。
に
ぎ
や
か
な
も

の

で
し
た
。
出
Ｗ
の
品
物
も
荷
呶
で
運
ん

た
も
の
で
す

。
現
在
、
紳
輿
や
ｉ

台
を

出
卞
に
も
人
ｆ

が
た

い
へ
ん
で
す
が
、

払
ら
は
頭

を
ド

げ
ド
ぽ
し
て
や
っ
と
芥

連

に
入
れ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。
当

時
。
飾
り
り
心日
と
い
っ
て
趣
向
を
４

ら
Ｆ

だ
飾

り
を
つ
け
た
の
も
あ

っ
た
の
で
凖

网

に

Ｉ
か
り
は
掛
か
り
ま
し
た
『
。
神
輿

が
勢
い
忿
っ
て
家
の
。り
や
窓

を
こ
わ
し

て
も
『

福
の
神
が
蹲

い
込
ん
だ
』

な
ど

と
喜

ぱ
れ
た
吟
代
と
は
吋
も
か
も
変

り

ま
し
た
…
…
」
。

べ
’
年
も
ほ
統
の
祭
礼
の
日
が
近
い
、、

佐久間信三さん

善

意

の

窓

町
福
祉
協
議
会
に

◆
福
鳥
ヤ
ク
ル
ト
販

売
（
昧

）
ヤ
ク
ル

ト
暇
売
川
八
恥
旧
．Ｇ
ｆ

さ
ん
、
篷
Ⅲ

ト

ク
さ
ん
、
陋
凵
晉
．Ｌ
さ
ん
、
鳥
鳴

と
し
ｆ
さ
ん
、
池
………
紀
人

さ
ん
．
国

分
秀
’ｒ

さ
ん
、
佐
藤
武
男

さ
ん
か
ら

．
万
．．．千
九
百
川

心配ごと相談日
場所 ：役場二階相談室g東側人|｡|からお人¶F さいl

時 間：９時～121 警

こまったことや、相談ごと がありましたら、
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今
月
の
納
税

●
町
県
民
税
　
　
　
　
　

一一一
　
期

●
国
民
健
康
保
険
税
　
　

三
　

期

※
納
税
隕
は
ト

ー
Ｈ
一
日
で
す
。
お
忘

れ
な
く
納
め
ま
し
ょ
う
。

川
兒
町
脱
務
Ｊ

国
税
だ
よ
り

「
こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
が
生
き
て

い
る
」
１
ｊ
税
を
知
る
週
川
（
ト

ー
Ｈ

ト

ー
日
か
ら
ト
ヒ
日
ま
で
）
１
－
－
－

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
柵
峡
室

や
税
務
署
こ
お
４
ね
く
だ
さ
い
。

こ　　　よ　　　み

10月　神無月（かんなづき）

18日　統計の日

20日　えぴす講

21日　土　川

24日　霜 降、国連の日

27日　読書週間

31日　世界勤倹デー

11月　霜月（しもつき）

１日　満月、教育文fﾋ週間

３日　回 文化の口

８日　立　冬

９Ｈ　 太陽暦探川記念日

111.1　1!t界平和記念日

151､l　七・ 瓦・三



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民 館

電

晒

噐閊

㈲

好
評
!
!

町

民

学

校

毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
町
民
学
校
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

よ
り
大
変
な
好
評
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
入
校
で
き
な
い
コ

‐

ス
も

あ
り
ま
し
て
大
変

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
し

た
。

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
は
、
美
容
と
健
康
作
り
に
四
十
名
の
方

が

入
り
開
校
し
ま
し

た
。

こ
こ
に
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
コ

ー
ス

に
入
校
さ
れ
た
、
駅
前
の

菅
野
正
右
さ
ん
の

感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

初
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
挑
戦

真
縋
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
凵
ざ
し
の

九
リ
ニ
ト

匕
Ｈ

初
の
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
の

講
岬
の
Ｈ
、
一
時
一
↓．卜
分
よ
り
ル
ー
ル

の
説
叫
な
ど
を
聞

い
て
、

い
よ
い
よ
練

岬
闃
始
、
読
ん
で
字
の
ご
と
し
ゲ
ー
ト

’
門

）
を
ス
テ

″
ク
で

ボ
ー
ル
を
通
す

だ
け
の
こ
と
、
し

か
し
、
こ
れ
が
な
か

な
か
そ
う
は
い
か
な
い
．
男
攵
ぺ
日
せ
四

卜
人
．
セ
ン
タ
ー
の
広
場
の
コ
ー
ト
で

叨
練
叨
‥
、
指
心
ｆ
の
旡
山
の
話
を
聞
き
な

が
ら
、
ま
ず
グ
ル
ー
プ
作
り
こ
れ
は
吋

抗
試

Ｕ`
で
や
る
ゲ
ー
ム
、
八
人
一
糾
で

一
チ
ー
ム
、
な
か
な
か
う
ま
く
通

ら
な

い
、
そ
の
う
ち
佐
藤
元

．
さ
ん
が
第
一

ゲ
ー
ト
を
突
破
、
さ
す
が
体
育
桁
邸
Ｕ

匕
十
河
冫

と
か
、
ま
だ
ま
だ
．儿
飢
溢
れ

る
プ
レ
ー
そ
の
う
ち
な
れ
て
恥
て
な
ん

と
か
乱

一
ゲ
ー
ト
辿
過
、
こ
の

ゲ
ー
ト

を
一
打
で
通

ら
な
け
れ
ば
光
の
第
二
、

第
．．
．の
ゲ
ー
ト

に
進
ま
れ
な
い
．

指
導
の
七
生

は
『
こ
ん
な
に
ｙ

く
要

陌
を
の
み
こ

ん
だ
チ
ー
ム
は
今
ま
で

に

な
い
こ

と
か
．
ほ
め
ら
れ
た
の
か
お
だ

て
ら
れ
た
の

か
、
こ
ね
で
ま
十
ま
十
而

自
く
な
っ
て
き
た
。

こ
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
霞
好
者

は
、
全

国
で
三
百
万
人
と
か
、
先
卜
は
隣
の
桑

折
町
で
第
一
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
人
会
が

催

き
れ
盛
会
だ
っ
た
と
の
こ
と
を
新
聞

で
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

競
技
は
、
狭

い
コ
ー
ト
ｈ
で
試
合
中

約

。・
。μ

米
を
歩
く
こ
と
に
も
な
り
老
人

の
健
康
ス
ポ
ー
ツ
に
は
ピ

″
タ
リ
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
。
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
を
始
め
て
か
ら
嫉

れ
、
腰
が
痛

い

Ｍ

が
こ
る
、
イ
ラ
ｆ

ラ
す

る
と
訴
え
た

人

が
急
減
し
た
と
云

う
、
ま
こ
と
に
結

構

づ
く
め
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
で
あ
る
。

私
も
、
ス
ポ
ー
ツ
は
自
信
が
あ
り
、

相
撲
。
野
球
。
ソ
フ
ト

と
や
っ
て
宋
た

が
、
6
0
才
を
超
え

る
と
こ
れ
ら
の
ス
ボ

Ｉ
ツ
は
限
界
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
は
外
国

か
ら
の
移
人
で
は
な
く
、
純
国
産
の
ゲ

ー
ム
、
昭
和
二
十
二
年
北
海
道
の
鈴
木

さ
ん
と
云
う
人
が
フ
ラ
ン
ス
の
ク
ロ
ケ

ッ
ト
か
ら
ヒ
ン
ト
を
呀
で
考
案
し
た
と

云
う
、
日
本
で
雀
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
な
そ

う
だ
。

楽
し
み
な
が
ら
体
力
づ
く
り
の
ゲ
ー

ム
が
出
米

る
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
、
将
米
は

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
郡
大
会
、
県
大
会
も

あ
る
こ

と
な
そ
う
で
、
目
標

は
、
一
歩

高
く
か
か
げ
て
こ
れ
か
ら
も
皆
ん
な
と

楽
し
く
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
う
。

同
好
の
皆
さ
ん
、
仲
閥
を
増
や
し
て

元
気
で
頑
張
っ
て
ゅ
き
ま
し
ょ
う
。

菅

野

正

右

文
化
団
体
紹
介

国

見
宮

城
会

私
共
、
少
人
蝕
で

地
道

に
歩
み
出
し

た
「
国
ｕ
‘宮
城
会

」
ち
ょ
っ
と

い
か
め

し
い
名
称
で
す
が
、
い
た
っ
て
心
美
し

い
攵
性
達
が
、
囗
本
の
伝
統
的
羚
楽
「

お
琴
」
を
趣
味
と
し
て
、
乂
、
生
き
が

い
と
し
て
勉
強
し
て
い
る
社
中
で
ご
ざ

い
ま
す
．

昭
和
四
十
六
年
国
兄
町
文
運
発
足
と

同
時

に
人
会
さ
せ
て
頂
き
、
今
日
ま
で

文
化
祭

、
戍
人
人
の
お
睨
演
奏
、
県
三

曲
演
奏
公
等

に
出
演
さ
せ
て

い
た
だ

い

て
居
り
ま
す
．

「
お
こ
と
」

に
は
、
生
田
流
（

い
く

た
り
？
こ

と
山
田
流
の
二

つ
の
流
派

が
あ
り
私
共

は
、
偉
人
な
箏
曲
の
作
曲

亰
宮
城

道
雄
光
生
の
流
派
生
………
流
で
す

富
城

光
生
の
新
曲
と
．
日
本
古
来

か

ら
の
古
曲
．
そ
れ

に
地
唄
の
．二
絃
を
勉

強
し
て
居
り
ま
す
．

門
人
共

は
、
食
ｎ

相
．彑
の
親
睦
を
深

め
阿

に
よ

り
も
『
和
』
を
大
切

に
保
つ

こ

と
が
芸
の
向
上

に
没
‘叭
つ
の
で
は
な

い
か
と
心
え
て
居
り
ま
す
。

『
お
こ
と
』
は
、
一
に
努
力

。
二

に

努
力
と
練
習
に
は
げ
ん
で
居
り
ま
す
が

叶
れ
の
舞
台
で
そ
の
成
米
が
あ
ら
わ
れ

た
と
き
は
、
最
高
の
満
足
感
を
昧
う
こ

と
が
出
米
ま
す
。

。

恥
か
し
な
が
ら
、
今
ま
で
満
足

の
い

く
よ
う
な
演
奏
は
、
な
か
な
か
な
く
芸

の
き
び
し
さ
、
む
ず
か
し
さ
を
痛
感
し

て
居
る
と
こ
ろ
で
す

。

常
に
前
遺
を
モ

″
ト
ー

に
、
今
後
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

同
Ｕ
‘宮
城
会

会
主

三
瓶
和
１



案
内
コ
ー
ナ
ー

第
一
回

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で

体
力
の
向
ｋ

を
図
り
ま
し
ょ
う
。
ク
ラ

ス
を
分
け
ま
す
の
で

。
初
心
者
の
方
も

ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ

い
。

期
日

ト

ーｎ

二
十
八
日
（
Ｈ

）

午
前
九
時

開
会

会
鳩

町
民
体
育
館

参
加
資
格

国
Ｕ
‘町

に
在
住
ま
た
は
助

務
す
る
一
般
社
会
・へ
お
よ
び

中
学
生
以
上

の
者

。

種
目

シ
ン
グ
ル
ス
戦
と
す
る
。

〇
一
部

－
経
験
二

哨
以
ｈ

の
者

お
よ
び

臨
校
生

）

男
Ｆ
・
夊
ｆ

シ
ン
グ
ル
ス

〇
二
部
｛

経
験
二

年
未
満

の
初

心
占
お

よ
び
中
幸
上

｝

外
１
・
夊
１

シ
ン
グ
ル
ス

参
加
料
は
無
料
で
す
。

参
加
申
し
込
み

ト

ー
Ｈ
二

十
日
ま
で
町
公

瓜
館

お
よ

び
各
地
Ｋ

ス
ポ
ー
ツ
攅
興
会

に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ

い
。

ダンスのタベ

文化祭協賛

月 日 剛

冬後 6 時 分から

町橸祉センター

入場焦外

国 兇バンド・国SI

ダンス萱好会共催

ビデオクラブを

結成してみませんか!!

町
民
の
方
で
ビ
デ
オ
に

感
心
の
あ
る
方
、
こ
の
夕

ラ
プ
を
結
成
し
．
技
術
、

撮
影
の
テ
ク
ニ
″
ク
な
ど

修
得
を
し
て
み
て
は
…
…

機
賊
を
持
っ
て
い
な
い
人
も
、
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
ラ
ブ
矩
足
は
、
ヤ
二
月
初
句
頃
の

予
定
で
す
。

申
し
込
み
は
、
国
兄
町
公
民
館

婦
人
学
級

合
同
研
修
に
参
加
し
て

去
る
九
リ
・
下

Ｈ
、
自
圭
学
級
と
、

婦
人
教
費
講
座

の
メ
ン
バ
ー
四
十
名
の

合
同
研
修
旅
行
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
六
時
三

十
分

、
一
面

に
立
ち
こ

め
た
朝
も
や
の
中

を
出
発
し
ま
し
た
。

今
年
は
。
郡
山
鳥
柴
の
で
こ
屋
触
、

沌
很
町
の
あ
ぷ
く
ま
洞
、
大
熊
町
の
家

京
電
力
第
一
原
子
力
発
電
所
、
浪
江
の

大
堀
娩
を
兄
学
し
ま
し
た
。

最
初
の
で
こ
屋
敷
は
、
伝
統

が
生
き

続
け

る
町
、
ふ
る
さ
と
の
に
お
い
を
存

分

に
味
わ

い
、
一
個
一
個

、
手

で
っ
く

り
上
げ
る
工

程
を
兄
て
、
古
き
も
の
の

良

さ
を
鵬
じ
ま
し
た
。

二
恭
日
の
あ
ぶ
く
ま
澗
は
、
・八
千
万

年
の
結
品
を
兒
れ
る
の
で
、
脚

が
と
き

め
き
ま
し
た
。
釜
山
の
外

観
は
。
自
く

ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
山
肌
で
、
そ
の
中

に
、

あ
の
様
な
幻
想
的
な
世
界

が
生
ま
れ
た

と
は
想
像
出
米
ま
せ
ん
が
、
自
然
が
割

り
出

し
た
川
物
で
も
な

い
、
神
秘
と
偉

大
さ
に
。
す

い
込
ま
れ
そ
う
で
し
た
。

ゴ
。！
目
の
原
麗
は
、
化
学
と
科
幸
の

結
集
体
で
あ
り
、
第
三
の
火
と
い
わ
れ

る
と
の
こ
と
、
女
全
と
か
危
険
と
か
に

関
係
な
く
、
近
い
将
米
、
必
要
な
時
代

が
米
る
の
だ
ろ
う
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

最
後
は
大
堀
焼
、
薄
緑
と
ヒ

ピ
の
糾

和

が
、
地
昧
で
清
楚
な
印
象

で
し
た
。

一
日
で
、
大
自
然
と
、
伝
統
と
未
来

を
一
辺

に
目

に
し
て
、
感
動
的
な
思

い

を
そ

れ
ぞ
れ
の
胸
の
中

に
、
真
略

な
、

国
兄

に
到
着
し
ま
し
た
。

国
兇
町
婦
人
教
養
講
座

委
ｎ

長

佐
藤

玲
子

町
民
講
座

卜
り

。卜
七
日
（
水

）
午
険
一
時
二
一

十
分
か
ら
町
民
講
座
を
附
講

い
た
し
ま

す
。｛

講
師
が
変
吏
に
な
り
ま
し
た
。
｝

一
般
町

瓜
の
方
多
数
受
講
さ
れ
ま
す

よ
う
ご
案
内
致
し
ま
す
。

口
時

卜
り
二

十
七
日
（
水

）

午
後
一
叶
ニ
ト
分

か
ら

場
所

国
‥χ
町
公

瓜
館

演
題

「
㈲
￥
代
の
社
会
」

講
師

柵
鳥
瓜
報
社
編
集
Ｑ

次
長
兼

校
閲
糾
長
誦
説
委
ｎ

、
新
川
八
郎
先
生

文

芸

欄

あ
つ
か
し
俳
句
会

彼
岸
花
翦
的
に
供
え
る
女
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥

山

甲

二

赤
と
ん
ぼ
’ｒ

迎
れ
の
母
に
捕
ら
れ
け
り
　
　
　
　
　
　

熊

Ⅲ
　
一
　
陽

民
謡
の
果
て
ヽ
良
夜
を
帰
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺

蔦

水

峯
々
の
空
よ
く
晴
れ
し
二
百
十
口
　
　
　
　
　
　
　
　

阿

部
　
し
げ
を

由
緒
あ
る
人
の
塚
と
や
曼
珠
沙
幣
　
　
　
　
　
　
　
　

佐

藤

国

隱

卜
歳
違
ひ
給
へ
し
父
母
よ
秋
彼
岸
　
　
　
　
　
　
　
　

川

Ⅲ

三
緊
樹

運
鉤
会
知
乃
せ
る
今
朝
の
掲
煙
火
　
　
　
　
　
　
　
　

高

嬌

涌

水

妻
の
語
の
盡
き
ず
更
け
ゆ
く
秋
の
宿
　
　
　
　
　
　
　

渋

谷

良
　
一

台
風
の
近
き
を
鵆
ぐ
る
静
け
さ
よ
　
　
　
　
　
　
　
　

斉

藤

山

水

い
わ
し
雲
二
人
目
の
孫
誕
生
才
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽

賀

え
　
い

小
さ
な
背
に
曹
こ
な
す
姑
の
秋
袷
　
　
　
　
　
　
　
　

角

田

昭

子

背
の
児
の
ひ
た
と
す
が
れ
り
威
し
銃
　
　
　
　
　
　
　

鈴

木

さ
ち
子

海

桂

人
き
な
海
、
臼
い
波
、

夏
は
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
る

だ
か
ら
淋
し
さ
を
、
人
は
捨
て
に
く
る
１
．

大
き
な
や
さ
し
さ
に
つ
つ
ま
れ
よ
う
と
し
て

人
は
や
っ
て
く
る
Ｉ
。

夏
か
ら
秋
、
そ
し
て
冬
に
な
っ
て
も
、

人
は
や
っ
ぱ
り
や
っ
て
く
る
。

孤
掲
に
な
り
な
が
ら
も
や
っ
て
く
る
。

大

き
な
や
さ
し
き
で
、
つ
つ
ん
で
く
れ
る
か
ら
。

だ
か
ら
人
は
海
へ

や
っ
て
く
る
。



交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
を
実
施

九
月
二
十
二
日
、
秋
空
の
も
と
、
交

通
安
全
を
呼
ぴ
か
日
る
パ
レ
ー
ド
が
藤

田
小
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
商
店

街
で
実
施
さ
れ
た
。
参
加
者
は
。
町
交

通
対
策
協
議
会
、
交
通
女
全
協
会
各
部

会
な
ど
八
団
体
か
ら
約
百
五
十
名
。

会
増
と
な
っ
た
藤
田
小
学
校
校
庭
で

は
、
佐
藤
町
長
ら
の
あ
い
さ
つ
の
険
。

県
警
音
楽
隊
に
よ
る
ド
リ
ル
演
奏
が
披

露
さ
れ
、
藤
田
小
の
児
敬
も
一
緒
に
そ

の
軽
快
な
演
奏
と
ダ
ン
ス
に
盛
ん
な
拍

ｆ
を
送
っ
て
い
た
。

続
い
て
、
会
場
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー

広
場
ま
で
音
楽
隊
を
中
心
に
パ
レ
ー
ド
、

遊
吁
く
人
た
ち
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
な

が
ら
街
頭
啓
発
を
し
た
。

一
人

】
人
が
、
ぜ
ひ
文
通
事
故
の
恐

し
さ
を
知
り
事
故
防

止
を
心
掛
け
ら
れ

る
よ
う
お
願

い
し
た

い
。

Ａ町長を先頭に県警會楽隊

コ
イ
釣
り
大
会
に
三
百
人

卜
Ｈ
二

１

二
口
の
両
日
、
国
兇
町
ス

タ
ン
プ
会
で
は
、
今
年
で
繭
一
二
川

目
の

コ
イ
釣
り
大
会
を
観
月
台
沼
で
閧
催
し

た
．
両
日
、
天
候
に
恵
ま
れ
．
し

か
も

一
日
三
百
匹

づ
つ
の
放
流
と
あ
っ
て
、

延
．ら
口
人
の
太
公
望
で
に
ぎ
わ
っ
た
．

初
口
の
大
物
賞
は
、
五
十
四
セ

ン
チ

の
大
物
を
釣

り
上
げ
た
牧
野
源
蔵
さ
ん

（
宮
町
北

・
八
十
歳

）
が
ご

一
日
目

は
．

円
卜
瓦
セ

‘／
チ
の
コ
イ
で
中

山
隆
さ
ん

｛

光
明
寺

・
瓦
十
ヒ
歳

｝
が
哩
呀

し
た
Ｉ

そ
の
他
、
第
瓦
位

ま
で
の
人
と
ド
イ
ッ

ゴ
イ
を
釣

っ
た
人

に
賞

が
贈
ら
れ
た
．

ま
た
．
人
賞

は
逃
し
た
も
の
の

．
人
で

数
十
匹

を
釣

っ
た
人
も
回
人
も
み
ら
れ
、

家
に
帰
っ
て
か
ら
家

族
か
ら
人
漁
賞
を

も
ら

り
た
に
遠
い
な
い
．

ス

タ
ン
プ
会
の
企
画
委
日
長
安
彦
面

吉

さ
ん
は
、
「
地
元
で
口

い
物
し
、
桑

し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
。
謹
で
も
訊
軽

に
参
川
で
き
る
こ
の
大
会
を
企
画
し
て

い
る
。
た
い
へ
ん
好
評
な
の
で
米
年
以

降

も
続
け
た

い
」
と
語
っ
て

い
る
。

・ 観月台公園沼のコイ釣り 風最

戸籍の窓口
（9 1-1 受 付 分 ）

出 生お めでと うござ い ます

f･のｇ　　¶蜚濤剥　　　部隲
忠　子　1左藉二三夫　大 町 鹵
芙 幸 古Ⅲ　 正 徳 江 北
未　畢　 小池 荘三　耕　 谷
直 哉　 實沢　敬三　菊　　九
陽　子　松浦　英夫　大 木 戸
右･譱子　渡邊 肘則　小　 坂
加奈子　咄江　賢一　痢　　九
松　梨　潮田　健治 富 町 南
めぐみ　高橋 勝美|lj 崎 北
亜希ｒ　関　 正義　貝　 田

香 纎　 佐庫 富雄　山崎小舘
享　 斎藤　幹夫　川　 内

渚 一 高橋 芳美 山 崎 北
育　子　鈴木　 蔦　lll　 内

ご 結婚 お めでと うござ い ま す
氏　　　名　　　 乱落!前作1听3
吮　沼　隆 之　　 Ｕ　　Ⅲ
菊　地 禎　f･　　 第　　t’
菅 野 俊 光　　 内 谷 呶
佐 藤　ビデ予　　 安 通 ●1
11　上 健　--　　 第　　JL
岩　崎　みさ子　　 桑 折 町

おくやみ申し上げ ます
氏　　　11　　Jll 齡　　 部哨

佐　 野　a　　56　 戳　　 八

本 圃　 甲 次　53 大 町 鹵

宍　jJi　 萬 三郎　 ６３　石母 田 原
須　 ｓ　 キク ノ　　69　 山●舮jヽ 舘

付　 上　 い　 ち　89　 山　 眼

佐　 藤 蘓兵 術　81　 町　 朿

松　 濔 亀右工門　85　 石毋Ⅲ 峨

安　 蕕　 金　 作　67　1 狗　 田

高　 原　 シ　モ　84　 小　 坂

人口と世帯
10月１日現在(前月比)９月中のうごき

人
　
　

囗

男5.897 人(  十 5 )

女6.247  人 ( 十 13 )

計 12  靆 44  人 (  十 )

瞹帯数2.8 戸(  十 3 )

転　 人20人

転　出７人

出　雀14人

死 亡９人

編

集

日

記

○
秋
風

が
身

に
し
む
季

節
と
な

っ
た
。

県
塊
山
稜
の
斜
而

に
広
が
る
町

営
牧
野

で
は
野
菊

が
咲
き
乱
れ
、
木
々
の
葉

が

色
付
き
始

め
て

い
る
。

○
卜
月
八
日
、
も
や
の
か
か
る
肌
寒

い

日
に
丘
月
十
三
日
か
ら
ほ
ぼ
五
か
９

に

わ
た
る
放
牧
を

閉
じ
た
。
こ
の
閥
、
五

十
七
頭
の
和
牛

は
、
砧
遠
平

野
を
望
む

別
天
地
で
伸
び
伸
び
と
苹
を
は
み
、
く

つ
ろ
ぎ
、
そ
し
て
体
力
も

つ
け
た
。
新

た
に
十
二
碵
の
ｆ
牛
も
誕

雀
し
て

い
る
。

た
く
ま
し
く
し
ま
っ
た
休

に
牧
野
生
活

の
跡
を
し
の
ば
せ
な
が
ら
今
。
一
斉

に

山
を
降
り
た
。

ｏ

附
牧
式
の
隋
、
今
吊
一
眼
」の
罵
事
を

祝
っ
て
コ

″
プ
酒
を
飲
み
か
わ
す
牧
肝

利
川
組
合
の
高
橋
友
義
組
合
長
以
ド
組
　

ｊ
Ｉ
゛

（
日ｕ

の
顏
に
は
、
雀

堵
の
５

が
あ
っ
た
。

町
職
ｎ

で
毎
口
牛
の
管
理
を
し
て
い
る

佐
藤
一
郎

さ
ん
も
そ
の

。
人
で

あ
る
。

自
宅
か
ら
六
キ
ロ
の
山
道
を
愛
犬
二
匹

を
連
れ
て
地
い
続
け
た
。
環
境
の
い
い

仕
事
場
だ
が
、
″`
で
も
ス
ト
ー
ブ
が
放

せ
な
い
雨
中

の
作
業
も
あ
る
。
ｔ

の
出

産
時
に
は
、
？
朝
で
も
夜
中
で
も
か
け

つ
け
付
き
添
う
。
責
任
の
伴
う
た
い
へ

ん
な
什
事
で
あ
る
。
佐
藤

さ
ん
の
掛
声

で
一
斉
に
移
助

す
る
牛
追

い
の
眺
め
は

壮
観
で
さ
え
あ
っ
た

。

ｏ

今
口り
吁
に
こ
の
牧
野
の
一
年
を
写
輿

特
襲
し
た
。
ご
覧
い
た
だ

き
た

い
。
Ｔ

・
｀
行

・

繝

集

国

見
町

企
両

皿

櫑

鳥
曝

伊

達

魴

岡

兄
町

大

字

蒔

田

字
一

丁

田

二

２

ノ
ー

弓

九

六

九
－

一

七

Ｓ

蒔

田

｛

○

二

四

五

八

五

｝
二

一

一

一

（

代

）
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